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地の産地で1,100 kg / 10a程度であることと比較して，
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15g および慣行栽培用の種芋として 50g の各重
さに切り分け，ベルクート水和剤で消毒した後 ,
ベンレートＴ水和剤 20 を加えた消石灰を粉衣







および 15g は 10， 15 および 20 cm 株間で，
慣行の種芋重 50g は 40 cm の株間で 2 条植
えした．供試数は， 9 月上旬の掘り取り区
を 12～ 18 個体， 11 月の上旬の最終掘り取
り区 11～ 17 個体定植した．圃場には基肥と
して， 1 畦（畦長 25m，畦幅 1m）当たりエ
コロング 413（ 14:11:13）1.5kg，スーパーエ
コロング 413（ 14:11:13） 1.5kg とマルイ有
機（ 3.1： 4.4： 3 .2） 2.0kg，千代田化成 472
（ 14：17：12）1.0kg 施肥し，追肥は 6 月中
旬と 8 月中旬の計 2 回，1 株当たり 2g の千
代田化成 472（ 14： 17： 12）を株元に施肥
した．出芽した主枝は 200 ㎝のキュウリネ
ットに誘引した．掘り取り調査は， 9 月と
















5g 区では，株間 20 ㎝で 106g 程度と最も大
きく，次いで 株間 15 ㎝で 98g 程度と大き
かったが，株間 10 ㎝では 75g 程度と小さい
傾向が認められた（図 1）． 10g 区では，株
間 20 ㎝で 152g 程度と最も大きく，次いで
株間 15 ㎝で 125g 程度と大きかったが，株
間 10 ㎝では 117g 程度と小さい傾向が認め
られた．15g 区では，株間 20 と 10 ㎝で 132
137g 程度と大きかったが，株間 15 ㎝で
は 101g 程度と小さい傾向が認められた．一
方，同じ株間で比較した場合，一部例外は
あるが，種芋重 15g 区で最も大きく， 次い
で種芋重 10g 区で大きかったが，種芋重 5
ｇ区では小さい傾向が認められた．慣行栽
培の種芋重 50g 区の葉の新鮮重は 202g 程度
であったので， 5ｇ区で 37 52%程度， 10g
区で 58 75%程度および 15g 区では 52
68%程度であった．
枝の新鮮重および葉面積でも葉の新鮮重
と同様の傾向を示し，枝重は 5g 区では 40
～ 57g 程度，10g 区では 74～ 105g 程度，15g
区では 61～ 89g 程度および 50g 区では 205g
程度であった（図 2）．葉面積は 5g 区では
0.43～ 0.61 ㎡程度， 10g 区では 0.60～ 0 .77
㎡程度，15g 区では 0.55～ 0.72 ㎡程度，50g
区では 1.06 ㎡程度であった（データ省略）．
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 新芋の新鮮重は，同じ種芋重で比較した
場合，上記と同様に明瞭な傾向は認められ
なかったが，慣行栽培の 50g 区が 502g 程度
には劣るものの，15g 区で 182～ 274g 程度，
10g 区で 194～ 229g 程度， 5g 区でも 162～
185g 程度と目標とする 150 200ｇに達し




種芋重 5g 区では，株間 10cm で 2,721kg 程
度と大きく，次いで株間 15cm で 2,375kg 程
度と大きかったが，株間 20cm では，1,513kg
程度と小さかった (図 4)．種芋重 10g区では，
株間 10cm で 3,260kg 程度と大きく，次いで
株間 15cm で 2,563kg 程度と大きかったが，
株間 20cm では，1,878kg 程度と小さかった．
種芋重 20g 区では，株間 10 と 15cm で，3,059
3,67kg 程度と大きかったが，株間 20cm
では，2,026kg 程度と小さかった．一方，種




られ，肥大率は，種芋重 5g 区で 32～ 42 倍
程度，種芋重 10g 区で 19～ 23 倍程度，種芋
重 15g 区では 12～ 18 倍程度であったのに対






 別途算出した葉の乾物重 (乾物重 )と葉面
積 の 回 帰 式 Y=11.1+231.4x(R =0.9616 ，
P<0.001)から葉面積を部位別に算出した結
果，種芋重 5， 10 および 15g 区のいずれの
処理区でも，基部 (0 ㎝ )から 90cm 前後をピ
ークに増加し，それ以後上部に行くほど減
少する三角形を示す草姿であった．種芋重
50g 区では，基部 (0 ㎝ )から 180cm まで増加
する，逆三角形の草姿であった（図 6）．相
対日射量は，種芋重 5， 10 および 15g 区の  
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いずれの処理区でも， 150cm の 50 70％前
後をピークに，30cm の 30％前後まで減少し











で  0 .888，地上部重と葉重で 0.950 と高かっ
た (表 1)．しかし，新芋の発育に関して，葉
重と新芋重の関係では 0.415，葉面積と新芋































式帰回係関のと式帰回 定係数（R2） 危険 （P） 
葉重（X）から枝重(Y) Y = 0.797 X + 57.67 0.888 ＜0.0001 
地上部重（X）から葉重(Y)  Y = 0.481 X + 22.91 0.950 ＜0.0001 
地上部重（X）から新芋重(Y) Y = 0.65 X + 85.6 0.610 ＜0.0001 
葉面積（X）から新芋重(Y) Y = 1.28 X + 63.3 0.518 ＜0.0001 
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重 10g の株間 10cm（以下は 10g/10 ㎝と表
記）区の 3,260㎏，次いで 15g/15㎝区の 3,221

















は，1.06m2 程度と種芋重 5 15g からの個体
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Study on a new propagation method using a small-division seed tuber in Chinese 
yam (Dioscorea oppositifolia ‘Tsukuneimo’) 
The combination effects of seed tuber weights and intrarow spacing on the growth of shoots and 
new tubers and light-interception characteristics  
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Japan Agricultural Cooperatives Akita-kita in Akita Prefecture, Japan, is famous as a ‘Tsukuneimo’ (Dioscorea oppositifolia) production district. 
However, various production problems have developed, including decreasing yields and aging producers. Thus, we examined the combination 
effects of seed tuber weight and intrarow spacing on the growth of shoots to establish a new seed tuber propagation method using a small-division 
seed tuber. There were no significant differences between the fresh weight of leaves or stems and the intrarow spacing and seed tuber weight. 
However, we observed the tendency that increased intrarow spacing or seed tuber weight led to increased fresh weights of leaves and stems. The 
fresh weight of new tubers did not show a clear correlation with the fresh weight of leaves or stems. However, plants from seed tuber weights 
between 5 and 15 g produced a new tuber between 150 and 200 g, which is the target yield. The ratio of new tuber weight to seed tuber weight is 
bigger in plants from small seed tuber versus a big seed tuber. The finding can be explained by the excellent light-interception characteristics, 
which features a high intensity of relative light interception. The regression formulas for shoot growth showed high determination coefficients, 
whereas new tubers showed low determination coefficients. 
- 242 -
吉田康徳ら／秋田県立大学ウェブジャーナル B／ , vol. 3, 237-242
